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芍薬甘草湯の鎮痛鎮痙作用
一

甘草成分イソリクイリチゲニ ンによるマウス腸管収縮抑制一
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［目的］

筍薬甘草湯は芍薬 と甘草、　 種 の 生薬か ら構成され、鎮痛鎮痙効果を示す方剤として繁川さ

れて い る。こ むら返 りの ような骨格筋痙攣、腹痛または月経痛の ような平滑筋攣縮、い ずれ

をも緩解し、服用後速やか に効果が現れるとい う特徴がある。 ウサギ及び モ ルモ ッ ト胃腸管

を用 い た実験で は、芍薬水煎エ キ ス が 胃腸管に対 して促進的、興奮的に作用 し、甘草水煎 エ

キス は胃腸管の 運動に抑制的で ある と報告されて い る 。 しか し、芍薬 目草湯 の鎮痛鎮痙作用

機序、薬効成分につ い ては 明らかにされて い ない ，，今回、芍薬甘草湯 の 腸管収縮抑制成分と

してイソ リクイリチゲニ ン 〔IG）を分離したの で報告する 、

［方法］

腸管収縮抑制活性は 7− 10週齢の 雄性マ ウ ス の摘出腔腸を用い 、ア セ チ ル コ リ ン（ACh ）に よ

り惹起 される収縮反応 の抑制をマ グヌ ス 法に よ り評価 した 。 甘草水煎 エ キ ス をセ フ ァ デ ッ ク

ス LH−20、 シリカゲル
、 逆相ゲ ル カラム により分画、 分離を行っ た。 分離成分は 、

　HPLG
，
　MS

，

NMR に より同定 した 。

［結果 ・考察］

腸管収縮抑制作用 は芍薬甘草湯、甘草湯に認め られたが、芍薬水煎エ キ ス には認め られな

か っ た 。 抑制活性は甘草湯の多糖及びグ リチ ル リチ ン 分画には認め られず、フ ラボ ノ イ ド分

画に認められ、本分画より抑制成分として リクイリチゲニ ン （LG）、 IGを分離した 。
　IGに強い

腸管収縮抑制作用が認め られ、LG に も弱い なが ら抑制作用が認められた 。
　IG は腸管の 自動

運動、ACh ，
　KCI及び BaCl，の い ずれの 刺激に よる収縮をも抑制 した 。

　AGh （4 × 10　sM
）収縮に

対す る ICi。は 5．5× 10
．6M

とブ ス コ パ ン の 8．4× 10　 TM
に近似 し、 ブ ス コ パ ン とは異なり非競

合的に抑制 した 。 KCl（60mM）による収縮に対する 丁C ． は 5× 10
−6M

とパ パ ベ リ ン の 1．2×

10
−6M

と同オーダーで あ っ た 。 芍薬
．
H
’
草湯の腸管平滑筋攣縮抑制成分として IG が示唆され

る。
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